
詞児偏育室「こもも」より

aィ：三望喜三や研究を休むことなく、子どもの保育が

できる環境を提供する施設です。病児保育室は、京都大

学医学部附属病院と連携し、看護師・保育士が常駐する

安心できる環境において、病児の保育を行います。

病児保育室の概栗

］設置塀所

京都大学医学部術属病院外来棟5階

2. 対象者

京都大学教職員及び学生の了どもで、病中・病後の

子ども（惑染症等を除く）

3対象年齢

生後6ヶ月から小学校 3年生

4定員

5名（陽離室を含む）

5. 開室日

月曜日から金曜日（国民の祝日に関する法律に定める

休日、 12月29日から翌年 1月3日、及びその他の事

情によリ京都大学女性研究者支援センター長が利用を

行わないと判断した場合を除きます）

6保育時閉

8時 15分から 19時

7. 料金

了ども 1人につき、 1時朋あたリ 500円

（昼食•おやつ代を含みます）

※保護者が学生の場合は、保育料金の半頷を大学が

負担します。

8保育体制

看湮師、保育土

9. 利用方法

事前登録制（無料）、予約制（電話 075-751-3090) ,, 

.~ 

News Letter 2012.5.25 第45号

事前に医師の診断を受けて、連絡票をもらう必要があ

リます。

事前診察は、京大病院の小児科外来（原則は午前 8時

30分から午前 11時まで受付）も利用可能です。

利用の当日に申込みをする場合は、 8時から 16時30

分までに電話してください。

利用の前日に申込みをする場合は、 16時30分から

19時までに電話してください。

ご注意ください

■事前登録の手続きが変わりました

利用登録時には、利用登録票とともに覗員証のコピー

(PDF可）を提出してください。

また、登録内容に変更があった場合は、再登録を行っ

てください。京都大学の身分喪失時も連絡ください。

■利用申込書が新しくなりました

ホームページに掲載している新しい様式をさ禾1」用いた

だき、記入もれがないよう、気をつけてください。

「希望等」欄も必ず保護者が記入してください。
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「こもも」の利用状況

病児保育室利用状況（平成23年度）

1平均利用者数

平成 23年度の利用者数は、延べ 562人、 1日平均利

用者数は、 23人でした。

1日平均利用者数 to11年4月~2012年3月）
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2和用者の職種別分布

留学生

6.2怜

学生の利

用が最も多

く、和用者

の28.3%で

す。また、教

員・ 研 究 者
教員以外 、
の研究者

て29.2%、医

7.7% 師・看護師・

病院職員の合

計でも 29.2%

となっていま

す。

全学共通科目、ポケットゼミ開講

3利用疾患

利用者の約 70%が、呼吸器系疾患によるものです。

4. 利用者の所扁

所属別では、附展病院が47.3%と約半数を占め、病院

と医学研究科の合計で 72.6%となっています。

病児保育相談

病児保育室では、登録者を対象に、病児保育相談を実施

しています。毎月第一水曜日 昼休み (12時から 13 

時）、小児科医と看護師がごどもの健康に関する相談を

お受けします。詳しくは病児保育室にお尋ね下さい。

4月より全学共通科目「性差を科学する一人文社会科学の視点からー」（講師：文学研究科伊藤公雄先生）と、ポケッ

トゼミ「ジェンダーと科学」（複数謂師によるリレー請義）を開謂しました。

センターで行うポケット・ゼミの第 1回では、はじめに施設の内部や蔵書などを見学しました。センターの取り組

みや背景となっている男女共同参画の勤阿について言髯義が行われ、文、法、経、理、医、丁、農の女性4名、男性 6

名のゼミ生から活発に質閉や意見が出されました。
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京都大学優秀セ性碍究者賞
伝

「たち,.,な賞」豪彰式と珊究発豪

京都大学優

秀女性研究者

賞「たちばな賞」

は、京都大学に

おける若手の女

性研究者の優れ

た成果を讃える

制度として、人

文・社会科学又

は自然科学の分

野において、僅

れた研究成果を挙げた若手の女性研究者を顕彰し、当該

若手女性研究者およびこれに続く若手女性研究者の研究

意欲を高め、もって、本学、さらには我が国の学術研究

の将来を担う優れた女性研究者の育成等に資することを

目的に、平成 20年度に創設されました。

第4回の「たちばな賞」には、学生部門 11名、研究

者部門 7名、合計 18名の推繭があり、京都大学に置か

れた優秀女性研究者賞選考委員会（委員長・吉川潔研

究担当理事および委員 11名で構成）における第 1次お

よび第 2次選考を経て、学生部門の受賞者は、理学研

究科博士後期課程 3年の鈴木咲衣さん、研究者部門は、

次世代研究者育成センター特定助教の塩尻かおリ先生

に決まりました。この表彰式と研究発表が、3月2日（金

曜日）に、芝蘭会館稲盛ホールにて行われました。

はじめに、赤松明彦理事・副学長より選考経緯に関

する報告を交えた開会の挨拶

がありました。そして、松本

紘総長より表彰状と記念栢

が、授与されました。続いて、

今回から創設された副賞の

「ワコール賞」が、安原弘展

ワコール株式会社代表取締役

社長から贈呈されました。そ

の後、松本総長から、受賞者

への祝福の言葉と更なる活躍

を期待するエールが送られ、また、安原代表取締役社長

から、受賞者への祝辞が述べられました。

次に、受賞者に

よる研究発表を行

いました。鈴木さ

んよリ「普遍不変

菫を用いた絡み目

の呈子不変呈の研

究」について発表

があリました。鈴

木さんの研究手法

は、紐の絡み目を

代数で表現するというものです。「絡まる」現象を記述

するための言点として「不変至」を用います。ある絡み

目がほどけるのかどうか、どんな約徴を持った絡み目が

どのくらいあるのか知りたいというのが研究のきっかけ

だそうです。そこで、絡み目の幾何的性質と呈子不変呈

が

』

9.鳴

-9
1
 層

の代数的性質の関係に着目されました。呈子不変董とは、

統計物理、表現論、量子力学など代数の言葉を用いて記

述するもので、研究では、底タング）レの普還不変量を用

いて、リボン絡み目、境界絡み目、ブルニアン絡み目の

量了不変量の代数的性質を証明されました。今後、この

研究をさらに発展させ、三次元多様体の量子不変量への

応用や量了不変量を適じた分野懇の交流を行っていきた

いと考えておられます。

塩尻特定助教

は「植物揮発性物

質が駆動する生態

系生物問相互作用

ネットワークの解

明」について発表

しました。植物が

食害を受けたとき

に匂いを出すこと

によって、食害し

ている虫の天敵を誘引し、食害から免れるということか

ら、植物が出す匂いに着目され、研究を進めておられま

す。植物は、食べられた害虫によって、異なる匂いを出

すので、天敵はその匂いを判断して、自分が寄生する害

虫を見つけるのです。しかし、 1種類の害虫に食害され

るのではなく複数種に国時に食害されたときには、全く

異なった匂いが放出され、天敵や害虫の符勒に影響を与

えていました。つまり自然界には、匂いで作られた目に

見えない空間構造があリ、それにより昆虫群集構造が形

成されているといえます。また、食された植物の近くに

生息する植物は、自分が害虫に食されていなくても、害

虫に食されたように防衛機能を引き起こします。この防

衛機能は、血縁関係のある植物閉でより多く発現するこ

ともわかったそうです。ごのような植物の匂いを介して

の生物問の作用は、晨業や丁業の分野への応用が期待さ

れています。農業の分野では、農薬の使用ではなく、天

敵を誘導する匂いを人丁的に作り、植物の食害を防ぐと

いう実験も進めているそうです。

最後に、吉川潔理事・副学長より閉会の挨拶があり、

盛況のうちに閉幕となリました。
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連載：羅究者になる！ー第38國一

これまでを振リ返って

情報学研究科・准教授

山両洋子

私が入学したごろの京都大学

丁学部情報学科は、 103人中女

性が 3人。男子学生 100人に対

し女子学生が 3人しかいなかった

らさぞモテモデでしょう？とよく言われたが、特にそう

いうことはなく、しかし排斥されることもなく、同級生

たちには男女ともとても仲良かった。部活が忙しく勉強

はかなりいい加減だったが、「画像処理綸」の授業はと

ても面白く、特に画像翌識に興味を持ち、 4回生で担当

教授の研究室に所属した。しかし画像認識は考えていた

よりもずっと難しく、少し深く掘り下げると人間の心理

や認知、さらには哲学的な問題にぶつかる。問題の大き

さに戸惑っている間に、院試。その成績が悪く、大学院

では他研究室に配届されることになった。当時、その研

究室は、教授が退官直後で不在のため不人気だったが、

世界的に知られる音声認識エンジンを開発しており、侵

秀な先生や先輩たちが集まっていたのは幸運だった。配

固当初は不本意だったが、ここで研究したことで、画像

認識と音声認識の両方を組み合わせた研究ができるよう

になり、その後の研究にとって大変なプラスになった。

博土後期課程に進み、 3回生の終わりごろ、同じぐ「青

報学研究科の博±課程を修了していた一つ上の彼と結婚

した。彼はその 1年前から束京で働いていたが、私は博

士号を取得する見込みが立っておらず、東京と京都での

別居婚だった。ひと月に一度は私が週末東京に行き、ひ

と月に一度彼が週末京都に来る生活。博土号取得の要件

である論文はなかなか追らず本当につらかったが、なん

とか一年半で無理やり博±号をとり、且青れて束京で一緒

に住むことになった。

束京での仕事を探す際に、教授に「どうしても束京に

住みたい」とお願いし、研究員の臓を紹介していただい

た。博土号をとるまでに疲弊していたのもあり、とにか

＜夫と一緒に暮らしたいの一念だったので、仕事を選ぶ

気はなかったが、上司から与えられた研究課題は立体音

轡ジステムの関発であり、さすがに範疇外と初めは戸

惑った。しかしやれば何とかなるもので、うまい課題を

見つけるのは勘がないと難しいが、課題が決まればそご

への取リ組み方は多少分野が達っても同じだと感じた。

素睛らしい成果が出たわけではなかったが、いくらかの

貢献はできたと思う。

夫と一緒に苔らし始めたことだし、私ももう 30歳だ

し、そろそろ子供を持ちたいと考えるようになった。健

康には自信があったし、すぐにできると思っていたのに、

予想に反してなかなかできない。いろいろ調べているう

ちに、原因が見つからないのにずっと授からないことも

あること、年齢が上がるにつれて妊娠の可能性が下がっ

ていくことなど、不安材料が次々見つかってしまう。了

供がいない人生を想像したことがなかったから、ひどく

動転した。それまで何事も根性で何とかしてきたのに、

ごと子供を授かるごとに関しては、「そんなに思いつめ

たら逆にできない」なんて言われてしまう。時間が過ぎ

るにつれてどんどん子供を持てる可能性が下がるような

気がして、とても怖かった。若いころは業績を積んで、

了供はそれからと考えていた自分をとても後悔した。幸

い33歳で一人目の子供を授かったが、なかなか子供が

できなかったあの頃のことを思い出すと、今も胸が締め

付けられる。

一人目の子の妊娠中に、天が名古屋大学に異勤するこ

とになった。私はまだ任期が残っていたし、子供がもう

すぐ生まれる。そんな時に名古屋で新しい仕事を見つけ

るなんて全く非現実的である。夫が名古屋大学にうつつ

た後も、 1年懇は東京に残リ、平日は一人で了供を育て

る覚悟をした。

そんな折、京大の教員の公募が出ていることを知っ

た。京都ならば名古屋に近いし、京都にある天の実家の

サポートも受けられる。飛びついて、幸運にも採用され

た。この異動にあたっては、前職場の方々にも、京大の

方々にも、本当に助けていただいた。普適はこの時期に

異動など考えられないだろう。本当に感謝している。

京大に移って早 2年。その間に、もう一人子供が生ま

れた。了育ては本当に大変で、何があっても 18時には

保育ほに子供を迎えに行かなくてはいけない。原稽執筆

やプログラミングの途中で婦宅

するのは、本当に後ろ髪ひかれ

る思いだが、今はそういう時期

と柄得している。限られた時閉

の中で、研究・教育と子育てを

両立できるよう、これからもが

んばっていきたいと思う。

〒606-8303 京都市左京区吉田橘町

電話 075 (753) 2437 

FAX 075 (753) 2436 

E-mail w-shien@mail.adm.kyote>-u.acJp 

HP http:/ /www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 




